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役場からのお知らせ役場からのお知らせ
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◆保険料の納付は口座振替による2年前納が一番お得です
・
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■高知県の受託業者
　（株）バックスグループ　
◆退職（失

相談 教育 スポーツ・健康
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　国民年金は、年をとったとき、病気や事故で障がいが残ったとき、家族の働き手が亡くなったと
きに、働いている世代みんなで支えようという考えで作られた仕組みです。
　国民年金は、２０歳以上６０歳未満の方は加入することが義務付けられており、２０歳になると日本
年金機構から国民年金加入のお知らせが届きます。

◆国民年金のポイント
・将来の大きな支えになります
　国が責任をもって運営するため、安定していますし、年金の給付は生涯にわたって保障されます。
・老後のためだけのものではありません
　国民年金は、年をとったときの老齢年金のほか、障害年金や遺族年金もあります。
　障害年金は、病気や障がいが残ったときに受け取れます。また、遺族年金は加入者が死亡した場
合、その加入者により生計を維持されていた遺族（「子のある配偶者」や「子」）が受け取れます。

◆国民年金の任意加入制度
　老齢基礎年金（６５歳から受けられる年金）は、２０歳以上６０歳未満までの４０年間保険料を納めなけ
れば、満額の年金を受け取ることができません。
　国民年金保険料の納め忘れなどにより、保険料の納付済期間が４０年に満たない場合は、６０歳か
ら６５歳になるまでの間に国民年金に任意加入して、保険料を納めることにより、満額に近づける
ことができます（国民年金の任意加入は、申し出をした日からとなります）。
　なお、老齢基礎年金を受けるためには、保険料の納付済期間や保険料の免除期間などが原則とし
て１０年以上必要となりますが、この要件を満たしていない場合は、７０歳になるまで任意加入する
ことができます（ただし、昭和４０年４月１日以前に生まれた方に限られます）。
　また、海外に在住する日本国籍を持つ方も国民年金に任意加入することができます。

◆付加保険料で年金額を増やすことができます
　国民年金保険料と一緒に月額４００円の付加保険料を納付すると、将来の老齢年金に付加保険料が
加算されます。
　付加保険料の受給額（年額）は、「２００円×付加保険料納付月額」で計算されます。２年以上受給す
ると、納付した付加保険料以上の付加年金が受け取れることになります。
　付加保険料の納付は、申し出をした月分からとなり、定額保険料（令和６年度は、１６,９８０円）を
納付していただくことが条件となります。
　また、国民年金基金に加入されている方や、国民年金保険料の免除該当者は、付加保険料を納付
することはできません。付加保険料の申し込み手続きは、役場または年金事務所へお願いします。
後日、年金事務所から納付書をお送りします。

○お問い合わせ　本庁 住民課 住基戸籍係　　　　　　　蕁４３―２８００
　　　　　　　　佐賀支所 地域住民課 総合窓口第２係　蕁５５―３７０１
　　　　　　　　日本年金機構 幡多年金事務所　　　　蕁３４―１６１６

２０歳になったら国民年金

黒潮町モビリティくじらん　２月３日より運行開始i

　２月３日（月）から、大方地域の一部（かきせ、北郷・加持）でＡ
Ｉデマンドバスの運行が始まりました。運行初週までに１４２名の
利用登録をいただいており、これから利用を予定されている方も
多数いらっしゃいます。引き続き、あったかふれあいセンターや
集会所などで説明会や体験会を実施していきますので、お近くで
開催の際は、皆さんお誘い合わせのうえ、お気軽にお立ち寄りく
ださい。日々の移動の際に、是非、「くじらん」をご活用ください。

○お問い合わせ　本庁 企画調整室 地域振興係　蕁４３―２１７７


